
 
 

 

 

 

 

 

仙台塩釜港（仙台港区）大型旅客船入出港要領 

参考資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年９月 

仙台塩釜港 港湾管理者 

 

 

 



1 
 

沖　防　波　堤

新
北
防
波
堤

南灯台

東灯台

南　防　波　堤

中　野　ふ　頭

高　砂　ふ　頭

仙台南防波堤灯台

仙台新北防波堤

北
防
波
堤

仙台北防波堤灯台

0 1.0

0 0.5

2.0km

1.0mile

277

277276

①

②
③

④
⑤
⑥

中野1号岸壁
共同桟橋

高松2号岸壁

高松ふ頭

高　砂　ふ　頭

276
③

④
⑤
⑥

中野1号岸壁
高松2号岸壁

高松ふ頭

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【入船右舷付け】 
① 仙台新北防波堤南灯台の沖合から、機関Half Aheadの速力約8ktで、舵と機関

により保針操船に努め、入港針路277度に沿って航行する。 
② 機関Slow Aheadに減速して、仙台南防波堤灯台を速力4～5kt で航過する。な

お、曳船1隻を左舷船尾にとり、必要に応じて速力を低減する。 
③ 機関および曳船により、さらに減速して、東北電力・JX エネルギー共同桟橋（以

下「共同桟橋」という）沖合で速力3kt 程度とし、船首/船尾スラスタ、舵と機関によ
り船体姿勢を制御しながら、入港針路277度に定針させる。 

④高松2号岸壁付近で機関を停止～後進とし、速力を1kt程度に減じて、船首/船尾
スラスタを使用して船体姿勢を制御しながら、船首を対象岸壁前面の100m沖合に
向首させる。 

⑤ 機関をさらに後進として、岸壁前面で船体を一旦停止して、船首/船尾スラスタお
よび曳船を利用して、船体が岸壁法線（276度）と平行になるよう制御する。 

⑥ 船首/船尾スラスタおよび曳船を使用して、船体を岸壁法線と平行に維持したま
ま横移動して、最終横移動速力を8.0cm/sec以下として入船右舷着岸する。 

図 1-1（１） 入港操船例図（14 万総トン級、入船右舷付け） 

 

参考資料 操船シナリオ（資料 1-1 入港時、資料 1-2 出港時） 

 ・14 万総トン級大型旅客船（固定ピッチプロペラ装備船）高松 2号岸壁へ入出港の例 

14 万総トン級大型旅客船「ロイヤル・プリンセス」をモデル船として実施したビジュアル操船シミュレーション実験をふまえた標準的な入出港操船例図 
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【出船左舷付け】 
① 仙台新北防波堤南灯台の沖合を針路277度、機関Slow Ahead で速力約6ktで航行

する。 
② 機関D.Slow Aheadに減速して、仙台南防波堤灯台を速力3～4kt で航過する。な

お、曳船1隻を右舷船尾にとり、必要に応じて速力を低減する。 
③ 仙台北防波堤付近を航過後、機関停止として速力を1~2kt程度に減じて、船首/船

尾スラスタを使用して船体姿勢を制御しながら、船首を高松2号岸壁東方の回頭水域
に向首させる。 

④ 機関および曳船によりさらに減速して、高松2号岸壁東方の回頭水域で船体を一旦
停止させ、他船が周囲に存在しないことを確認の上、船首/船尾スラスタおよび曳船
を利用して、左回頭を行い後進航行する体勢をとる。 

⑤ 船首/船尾スラスタを使用して船尾を対象岸壁前面の100m 沖合に向けて、機関後
進として後進航行を開始する。 

⑥ 対象岸壁前面で機関を前進として後進行き脚を制御し、船体を一旦停止させて、船
首/船尾スラスタおよび曳船を使用して、船体が岸壁法線（096 度）と平行になるよう
制御する。 

⑦ 船首/船尾スラスタおよび曳船を使用して、船体を岸壁法線と平行に維持したまま横
移動して、最終横移動速度を8.0cm/sec以下として出船左舷着岸する。 

図 1-1（2） 入港操船例図（14 万総トン級、出船左舷付け） 
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【入船右舷付け】 
① 左舷船尾に曳船1隻を配備して、船首/船尾スラスタおよび曳船を使用して、

船体を岸壁法線(276度)と平行に2B 程度（約80m）離岸させる。 
② 船体が岸壁から2B程度（約80m）離れたら、船首/船尾スラスタおよび曳船を利

用して、船尾を高松2号岸壁東方の回答水域に向けて、機関及び曳船を利用
して後進航行を開始する。 

③ 船首が高松2号岸壁を通過したら、船首/船尾スラスタにより船体姿勢を制御し
ながら、070度方向に更新航行を続け、製油所タンクに並んだら、船首/船尾ス
ラスタおよび曳船を利用して、左回頭を行い出港針路097度とする。 

④ 出港針路097度に定針する目処がついたら、曳船を解纜し、機関を徐々に増
速する。 

⑤ 針路097度に保針制御して航行する。 

図 1-2（1） 出港操船例図（14 万総トン級、入船右舷付け） 
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 図 1-2（2） 出港操船例図（14 万総トン級、出船左舷付け） 

 

【出船左舷付け】 
① 右舷船尾に曳船1隻を配備して、船首/船尾スラスタおよび曳船を使用して、

船体を岸壁法線(276度)と平行に2B程度（約80m）離岸させる。 
② 船体が岸壁から2B程度（約70m）離れたら、船首/船尾スラスタおよび曳船を利

用して船体姿勢を制御しながら、出港針路097度とする。 
③ 出港針路097度に定針する目処がついたら、曳船を解纜し、機関を徐々に増

速する。 
④ 針路097度に保針制御して航行する。 
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参考資料 操船シナリオ（資料 1-3 入港時、資料 1-4 出港時） 

・9万総トン級大型旅客船（アジポッド装備船）中野 1号岸壁へ入出港の例 

 9 万総トン級大型旅客船「セレブリティ・ミレニアム」をモデル船として実施したビジュアル操船シミュレーション実験をふまえた標準的な入出港操船例図 

【入船右舷付け】 
① 仙台新北防波堤南灯台の沖合から、機関Slow Ahead の速力約8kt で、

舵と機関により保針操船に努め、入港針路277度に沿って航行する。 
② 風波浪の状況を考慮して機関を低減し、仙台南防波堤灯台を速力5〜6kt 

で航過する。なお、曳船は曳航索を取らず並走させる。 
③ 機関をD.Slow Ahead に減速して、東北電力・ENEOS共同桟橋（以下

「共同桟橋」という）沖合で速力3kt 程度とし、バウスラスタ及びアジ
ポッドにより船体姿勢を制御しながら、入港針路277度に定針させる。 

④ 高松2号岸壁の手前でManeuver Mode として、速力を1〜2kt 程度に減
じて、バウスラスタ及びアジポッドを使用して船体姿勢を制御しなが
ら、船首を対象岸壁前面の100m 沖合に向首させる。 

⑤ バウスラスタ及びアジポッドを利用して、岸壁前面で船体を一旦停止さ
せ、船体が岸壁法線（276度）と平行になるよう制御する。 

⑥ バウスラスタ及びアジポッドを使用して、船体を岸壁法線と平行に維持
したまま横移動して、最終横移動速力を9.0cm/sec 以下として入船右舷
着岸する。 

図 1-3（1）入港操船例図（9 万総トン級、入船右舷付け） 
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【出船左舷付け】 
① 仙台新北防波堤南灯台の沖合から、機関Slow Ahead で速力約6kt で、

舵と機関により保針操船に努め、入港針路277度に沿って航行する。 
② 風波浪の状況を考慮して機関を低減し、仙台南防波堤灯台を速力3〜4kt 

で航過する。なお、曳船は曳航索を取らず並走させる。 
③ 北防波堤付近でManeuver Mode として速力を1〜2kt 程度に減じて、

バウスラスタ及びアジポッドを使用して船体姿勢を制御しながら、船首
を高松2号岸壁東方の回頭水域に向首させる。 

④ バウスラスタ及びアジポッドを利用して、高松2号岸壁東方の回頭水域
で船体を一旦停止させ、他船が周囲に存在しないことを確認の上、バウ
スラスタ及びアジポッドを利用して、左回頭を行い後進航行の体勢をと
る。 

⑤ バウスラスタ及びアジポッドを使用して船尾を対象岸壁前面の100m 沖
合に向けて、アジポッドを後進として後進航行を開始する。 

⑥ 壁前面でアジポッドを前進として後進行き脚を制御し、船体を一旦停止
させて、バウスラスタ及びアジポッドを使用して、船体が岸壁法線（096
度）と平行になるよう制御する。 

⑦ バウスラスタ及びアジポッドを使用して、船体を岸壁法線と平行に維持
したまま横移動して、最終横移動速力を9.0cm/sec 以下として出船左舷
着岸する。 

図 1-3（2）入港操船例図（9 万総トン級、出船左舷付け） 
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【入船右舷付け】 
① バウスラスタ及びアジポッドにより船体姿勢を制御しながら、船体を岸

壁法線(276 度)と平行に2B 程度（約70m）離岸させる。 
② 船体が岸壁から2B 程度（約70m）離れたら、船尾を高松2号岸壁東方

の回頭水域に向けて、アジポッド後進として、後進航行を開始する。 
③ 船首が高松2号岸壁コーナーを通過したら、バウスラスタ及びアジポッ

ドにより船体姿勢を制御しながら、070 度方向に後進航行を続け、回頭
水域へ向かう。船首がENEOS製油所タンクに並んだら、バウスラスタ及
びアジポッドを利用して、左回頭を行い出港針路097 度とする。 

④ 出港針路097度に定針する目処がついたら、Cruise Mode として機関を
徐々に増速する。 

⑤ 針路097度に沿って航行して港外に向けて出港する。 

図 1-4（1）出港操船例図（9 万総トン級、入船右舷付け） 
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【出船左舷付け】 
① バウスラスタ及びアジポッドにより船体姿勢を制御しながら、船体を岸

壁法線(276 度)と平行に2B 程度（約70m）離岸させる。 
② 船体が岸壁から2B程度（約70m）離れたら、バウスラスタ及びアジポ

ッドにより船体姿勢を制御しながら、出港針路097度とする。 
③ 出港針路097度に定針する目処がついたら、Cruise Mode として機関を

徐々に増速する。 
④ 針路097度に沿って航行して港外に向けて出港する。 

図 1-4（2）出港操船例図（9 万総トン級、出船左舷付け） 
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【入船右舷付け】 
① 仙台新北防波堤南灯台の沖合を針路277度、機関Slow Aheadで速力約8kt

で航行する。風潮流の影響を考慮して、舵と機関により保針操船に努
め、入港針路277度に沿って航行する。 

② 機関Slow〜D.Slow Aheadに減速して、仙台南防波堤灯台を速力4〜5kt 
で航過する。なお、曳船1隻を左舷船尾にとり、必要に応じて速力をさら
に低減する。 

③ 機関および曳船により、さらに減速して、東北電力・ENEOS共同桟橋
（以下「共同桟橋」という）沖合で速力3kt 程度とし、船首/船尾スラス
タ、舵と機関により船体姿勢を制御しながら、入港針路277度に定針させ
る。 

④高松2号岸壁付近で機関を停止〜後進とし、速力を1kt程度に減じて、船
首/船尾スラスタを使用して船体姿勢を制御しながら、船首を対象岸壁前
面の100m沖合に向首させる。 

⑤ 機関をさらに後進として、岸壁前面で船体を一旦停止して、船首/船尾
スラスタおよび曳船を利用して、船体が岸壁法線（276度）と平行になる
よう制御する。 

⑥ 船首/船尾スラスタおよび曳船を使用して、船体を岸壁法線と平行に維
持したまま横移動して、岸壁に入船右舷着岸する。 

図 1-5（1）入港操船例図（5 万総トン級、入船右舷付け） 
 

参考資料 操船シナリオ（資料 1-5 入港時、資料 1-6 出港時） 

5 万総トン級大型旅客船（固定ピッチプロペラ装備船）中野 1号岸壁へ入出港の例 

 14 万総トン級大型旅客船（固定ピッチプロペラ装備船）「ロイヤル・プリンセス」をモデル船として実施したビジュアル操船シミュレーション実験をふまえた標準的な入出港操
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【出船左舷付け】 
① 仙台新北防波堤南灯台の沖合を針路277度、機関Slow Ahead で速力約

6ktで航行する。 
② 機関により速力を徐々に低減し、仙台南防波堤灯台を速力3〜4kt で航

過する。 
③ 機関をさらに減速して、共同桟橋南⻄沖合で機関を停止〜後進とし、船

体を一旦停止させ、船首/船尾スラスタおよび曳船を利用して、左回頭を
行い後進航行する体勢をとる。 

④ 船首/船尾スラスタを使用して船尾を対象岸壁前面の100m 沖合に向け
て、機関後進として後進航行を開始する。 

⑤ 対象岸壁前面で機関を前進として後進行き脚を制御し、船体を一旦停止
させて、船首/船尾スラスタおよび曳船を使用して、船体が岸壁法線
（096 度）と平行になるよう制御する。 

⑥ 船首/船尾スラスタおよび曳船を使用して、船体を岸壁法線と平行に維
持したまま横移動して、岸壁に出船左舷着岸する。 

図 1-5（2）入港操船例図（5 万総トン級、出船左舷付け） 
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【入船右舷付け】 
① 左舷船尾に曳船1隻を配備して、船首/船尾スラスタおよび曳船を使用し

て、船体を岸壁法線(276度)と平行に2B 程度（約70m）離岸させる。 
② 船体が岸壁から2B程度（約70m）離れたら、船首/船尾スラスタおよび

曳船を利用して、船尾を共同桟橋沖合に向けて、曳船を後方に引いて後
進航行を開始する。 

③ 船首/船尾スラスタにより船体姿勢を制御しながら、回頭位置まで後進
を続け、共同桟橋南⻄沖合で船体を一旦停止させ、船首/船尾スラスタお
よび曳船を利用して、左回頭を行い出港針路097度とする。 

④ 出港針路097度に定針する目処がついたら、曳船を解纜し、機関を徐々
に増速する。 

⑤ 針路097度に保針制御して航行する。 

図 1-6（1）出港操船例図（5 万総トン級、入船右舷付け） 
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 図 1-6（2）出港操船例図（5 万総トン級、出船左舷付け） 

 

【出船左舷付け】 
① 右舷船尾に曳船1隻を配備して、船首/船尾スラスタおよび曳船を使用し

て、船体を岸壁法線(276度)と平行に2B程度（約70m）離岸させる。 
② 船体が岸壁から2B程度（約70m）離れたら、船首/船尾スラスタおよび

曳船を利用して船体姿勢を制御しながら、出港針路097度とする。 
③ 出港針路097度に定針する目処がついたら、曳船を解纜し、機関を徐々

に増速する。 
④ 針路097度に保針制御して航行する。 
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図 2-1 係留想定図（14 万総トン級、高松 2 号岸壁、入船右舷付け） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-2 図 2-2 係留想定図（9 万総トン級、高松 2 号岸壁、入船右舷付け） 
 
 
 

参考資料 2 係留想定図 

 14 万総トン級大型旅客船、高松 2号岸壁 

9 万総トン級大型旅客船、高松 2号岸壁 

5 万総トン級大型旅客船、高松 2号岸壁 
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図 2-3 係留想定図（5 万総トン級、高松 2 号岸壁、入船右舷付け） 
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図 3-1 対象岸壁全体図（高松 2 号岸壁、中野 1 号岸壁） 

アンローダ駐機位置 

参考資料 3 対象岸壁図面（平面図・縦断面図） 

【平面図】 

【縦断面図】 
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参考資料 4 港湾計画平面図 

高松２号岸壁 中野１号岸壁 
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図 4-1 9 万総トン級大型旅客船と陸上のアンローダとの位置関係（中野 1 号岸壁） 

 

参考資料 5 中野 1号岸壁のアンローダとの位置関係 


